
2022 年度創発プロジェクト報告書

プロジェクト名：東淀川区豊新フリースクール

代表者名（学部学科・学年）： 経営学部 4 年 入谷翔 （CLASS B 代表）

１．目的と概要：

現在、社会で増えている「不登校」の子供たちを支援するためにフリースクールを立ち上げ、子供たち

が安心できる居場所を提供する。概要としては、豊新地域の方々と協力して、豊北会館で毎週一回フ

リースクールを開催、定期的にイベントを行う。不登校の子供たちに新しい経験と学びを大学生と共に

感じてもらい、自分らしく過ごせる時間を作り出していく。

２．プロジェクト開始からの活動内容（おおよその内容を月別で記載）：

【豊北会館フリースクール】

毎週土・日の午後、豊新地区の地域活動協議会の協力を経て、豊北会館を会場として無料のフリー

スクールを開催。

子供との心理的な安全性の確保を意識していることもあり、利用者との信頼関係が構築できている。

【淀川区フリースクール】

2023 年 1 月より、淀川区社会福祉協議会の協力を経て、毎週土曜日に社協の 1 室で無料のフリース

クールを開催。

他大学生との関りも生まれ、大きな刺激を受けることも多い。また支援員の方と話をさせていただくこと

も増え、社会的なニーズをあらためて感じている。

【学内フリースクール】

近隣小学校において事情で学校に行くことが難しいが、他の場所であれば学習等に参加できる児童

について対応の相談があり、校長先生をはじめ、関係者で調整し、大学内で週 1 回の学習会を実施

することになった。教科書や配布プリントでの学習面、ボードゲームなどでのコミュニケーション面のほ

か、大学施設の見学、授業（ゼミ）への参加といった大学ならではの内容も盛り込んで実施した。大学

生の学んでいる姿を間近に感じてもらうことで、貴重な経験する機会になったと実感している。

学内フリースクール開催実績（合計 20 回）

10/5,12,19,25

11/2,9,17（ゼミ）,30

12/7,14,21



1/11,18

2/8,15,22

3/1,8（遠足）,15,17（小学校卒業式）

（近隣中学校へのヒアリング）

2023 年 2 月に、瑞光中学校の校長先生、生徒指導、ソーシャルスクールワーカーの方々と不登校の

現状についての意見交換を行った。

大阪市内における不登校対策の大規模モデル校であり、その現状や様々な取り組みについて伺い、

特に、不登校者数が年々増加する中、別室登校の生徒への対応や不登校の生徒への接点の持ち方

など、社会課題としての取り組みの大切さや、そのサポートに対するニーズの高さについてあらためて

実感するとともに、今後の活動のヒントとなった。

３．このプロジェクトが周囲にもたらした影響や効果：

社会福祉活動を地道に続けている個人や団体を顕彰する「第 48 回産経市民の社会福祉賞」を受賞

（2022.11.28 表彰式）。

また、学内における「2022 年度第 3 回課外活動表彰」においても団体として表彰された。

４．反省点・今後の展望（計画）・その他コメント等：

反省点としては、「だいけいだい教室」とのコラボを実現できなかった点である。特に不登校支援のフリ

ースクールから、学校に行けるようになる前段階の場所として、「だいけいだい教室」を活用することが

できなかった。また、「だいけいだい教室」にフリースクールのプログラムを提供する機会も持つことが

できなかった点も挙げられる。

一方で、学内フリースクールを半年間実施したなかで、小学校には行けないが週１回の大学にいく

ことは楽しみ、と言ってくれたこと、卒業式に出席してほしい、と校長先生と児童からお話をいただいた

ことはとても励みになった。いろんな事情を抱えて不登校で悩んでいる児童・生徒が多いことにあらた

めて感じたが、本取り組みに直接的に関わってくれる学生を増やすことができなかったため、これは今

後の課題である。地域社会における大学生の力は計り知れず、子供たちに寄り添える環境を作ってい

くうえでは、必要不可欠といえ、引き続き支援の参加を呼び掛けていきたい。
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以上


